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法人の運営に関すること 

１．通常総会  開催日時： 2021年9月11日（土）14:00－15:00 

          会  場： ＯＫＢふれあい会館 第2棟3階 ぎふNPO・生涯学習プラザ 会議スペース             

          出 席 者：  正会員21人中21人（うち書面表決者12人 委任状2人）   

 

２．理事会・審査委員会   

   第1回理事会     2021年9月11日  理事長・副理事長・審査委員の選任 

   第2回理事会       12月3日 寄付金取扱規程改定、2022年度助成事業募要項案など 

   第1回審査委員会  2022年  1月31日 2022年度助成事業募集要項案の検討 

   第3回理事会        2月 9日 2022年度助成事業募集要項の決定など 

   第2回審査委員会      6月10日 2022年度助成事業採択候補の選定 

   第4回理事会        6月21日 2022年助成事業の採択決定など 

   第5回理事会        8月30日 2022年度総会議題案の決定など 

 

 ３．役員     理事  川合宗次（理事長） 

  (五十音順)       鳥居翼、野村典博（副理事長） 

                              浅井賢二、市來恭子、酒井隆信、佐藤圭三、長野敬子、平井八重子、 

                 町野洋亮、森川幸江、横井篤                  

   監事  河野秀明、渡辺成洋 

    

 ４．審査委員     委員長 鳥居翼 

   （五十音順）   副委員長 川口創、松岡真帆 

            委員 川合宗次、菊本舞、宗宮康治、山本哲生 

 

５．事務局体制 事務局長：山田朋子 スタッフ：池戸美子、野尻智周、原美智子、松野英子 

  (五十音順) ボランティアスタッフ：石川美保、折戸幸恵、椙浦良子、長縄奓守子、矢野幸子、吉田栄紀 

           ホームページ管理・運営：一般社団法人Candeed                

 

６．会員数 （2022年6月末現在） 

     正会員 21人 応援団員（賛助会員）個人131人 団体16団体 

７．情報発信 

 ホームページ http://gifunpo-fund.org/ 

 フェイスブック https://www.facebook.com/gifu.hachidori/ 

 ぎふハチドリ基金通信 

 

 ８．ぎふハチドリ基金 スペシャルサポーター 

    浅井彰子さん（フリーアナウンサー）、粥川なつ紀さん（サックス奏者、作編曲家） 

    岩佐一成さん、伊藤智美さん(アーティスト） 

 

 ９.その他 

   ・認定NPO法人振興会 会員    

   ・非営利組織評価センター ベーシック評価基準クリア（2019～） 

   ・「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク 会員  

   ・地方創生SDGs官民連携プラットフォーム 会員 

   ・一般社団法人全国レガシーギフト協会 レガシーパートナー 
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１．2021年度助成事業  
  実施期間 2021年4月1日～2022年3月31日 助成件数 全２３件 総額 3,235,053円 

  2021年4月10日までに各助成団体から実績報告を受け、5月末までに精査・支払いを完了した。 

 

【A-1】事業助成 全９件 合計1,941,505円  
①ニコニコ体操クラブ（本巣市） 

 障がい者、ひきこもりの若者の心と体の健康作りと居場所作り事業〔300,000円〕（総事業費526,212円） 

②NPO法人心をつなぐホースセラピーぐりん・はあと（本巣市） 

 生きづらさを抱えた子どもたちの体験活動「ぴのきお」 〔168,300円〕（総事業費254,239円 

③ふしみこども食堂（御嵩町） 

「食」を通して地域の居場所づくり活動〔212,000円〕（総事業費414,472円） 

④NPO法人みんなで子育てドロップス（恵那市） 

 たんぼと畑と台所を土台としたみんなで子育てフードパントリー〔300,000円〕（総事業費350,720円） 

⑤地域たすけあいの会（美濃加茂市） 

  こども・若者の自立を目指す畑づくり〔282,410円〕（総事業費319,713円） 

⑥NPO法人英集会（岐阜市）小学生の吃音教室〔150,000円〕（総事業費191,191円） 

⑦NPO法人えん（岐阜市） はるさん食堂〔240,000円〕（総事業費346,348円） 

⑧COCOiRO（岐阜市）   発達特性の「ステップアップ木育」〔231,488円〕（総事業費248.235円） 

⑨NPO法人いちご（養老町）  Let's touch nature in Yoro!!〔57,307円〕（総事業費57,307円） 

 

【A-2】ステップアップ助成 全３件 合計563,292円 
①alcma(あるくま）（多治見市）「たじみあるくMAP」普及事業〔200,000円〕（総事業費202,500円） 

②こども食堂太陽（美濃加茂市） コロナ禍で地域が繋がるこども食堂〔200,000円]（総事業費267,850円） 

③NPO法人グラシアス（神戸町）ひきこもりの現状把握と福祉就労へ繋げる事業〔163,292円〕（総事業費163,292円） 

 

【B】利用者負担軽減助成 全５件 合計367,902円 
①あしたの支援室（大垣市） ひきこもり当事者の女子の会「ラルジュ」（交通費補助）〔67,357円〕 

②NPO法人ふる里めいほう（郡上市） 明宝放課後児童クラブ運営事業（ひとり親家庭の利用料軽減）〔107,300円〕 

③一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 各学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業〔81,090円〕 

④NPO法人飛騨高山わらべうたの会（高山市） 保育・託児支援サービス「びぃ・ぼぉサポート」 

                  （ひとり親家庭、経済的に不安のある家庭の利用料軽減）〔35,355円〕 

⑤NPO法人学習館みずほ（瑞穂市） 放課後子ども教室（ひとり親家庭の利用料軽減）〔76,800円〕 

 

【C】東海ろうきん未来応援基金「物品購入助成」全３件 助成総額212,354円 
①一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

  生活困窮世帯など学習に困難を伴う子どものたちへの学習支援事業（物品：中学校教科書一式）〔91,242円〕 

②こどもにじいろ食堂（多治見市） 子ども食堂（物品：収納棚）〔31,324円〕 

③NPO法人仕事工房ポポロ（岐阜市）  

  ポポロオンライン居場所（物品：プロジェクター、無線LANユニット、ソフトキャリングケース）〔89,788円〕 

 

【D】たんぽぽ薬局「キッズまんぷく」基金「こども食堂応援助成」全３件 助成総額150,000円 

                             （2021年度分、2年継続助成） 
①岐阜キッズな（絆）支援室（岐阜市） 

 てらこや無償塾 子ども食堂・子ども宅食事業 （使い途：食材（お米））〔50,000円〕 

②NPO法人スマイルBasket（岐阜市） 

 「満腹になって さあっ！勉強」事業（使い途：食材、消耗備品、消耗品）〔50,000円〕 

③よりそいハウスこもれび（岐阜市） 

 新型コロナ禍での困窮家庭への子ども食事支援（ 使い途：配布用弁当委託費）〔50,000円〕 

事業に関すること 

＊各事業の詳細は、別冊「ぎふハチドリ基金2021年度助成事業実施報告」をご覧ください。 
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2.ハチドリCafé等の開催事業 
①応援団交流会 

 コロナ禍で対面でのイベントができなくなったが、まん延防止期間が明けて、 

感染が少し落ち着いた秋に、ハチドリ応援団およびぎふハチドリ基金に関心がある人

を対象に交流会を開催した。 

 

日時：2021年11月28日（日）13:30～15:00 於： 百笑宿場 couch 

  ゲスト：NPO法人心をつなぐホースセラピーぐりん・はあと 近藤さん 

      ニコニコ体操クラブ 森本さん、 

      NPO法人 つむぎの森 豊永さん 

      一般社団法人さなぎの杜 宇佐美さん 

      社会福祉法人岐阜羽島ボランティア協会 吉田さん 

  参加人数：28人 

  

【参加者の感想より】 
  ○ぎふハチドリ基金にかかわる、様々な方々と顔見知りになれました。 

   初めての人、以前にも会った人など、交流会を通じて関係が深まり大変有意義でした。  

  ○羽島ボラ協さんLALAさんの活動を聴く貴重な時間でした。住んでいる地域でも、 

   支えあいが出来る社会の一員でいたいと思いました。 

  ○様々な団体の方から運営に伴う悩み等を聞くことができて、助けを必要とする人の支援とは、難しく    

   もあり、やりがいも大きいということを肌で感じました。もっと詳しく知りたいと感じております。 

  ○画面を通してではなく、直接お会いしての交流会は、大切だと改めて感じました。 

  ○ハチドリ基金や応援団の活動の理解が深まったのと、自分自身は、何ができるのかを考える良い機会 

   となりました。 

  ○グループ交流でじっくりお話を聞けて、あっという間に時間が過ぎました。「つながり」を会話の下 

   地におきながら苦労やチャレンジされていることをお聞きできて、改めて「つながる」大切さやこれ 

   からの課題を実感。 私にできることを精一杯できるよう心がけていきたいと、改めて感じました。 

   お茶もお菓子も空間も、全て楽しめました。ありがとうございました！ 

 

 

 

②オンラインハチドリCafe2022 

 
   年明けからの感染者増により２月～３月の開催を断念し、４月に２０２１年度助成団体がコロナ禍でどのように活動

してきたかを自由に語ってもらうオンライン交流会を４回開催した。 

 少人数の交流であったが、これから助成金を申請する予定の団体の参加もあり、参加者の話をじっくり聞くことができ

た。なかなか会うことができない遠方の団体がオンラインで語り合えたことは、成果であった。 

  

「2021年度助成事業実施団体フリートーク～コロナ禍での活動の成果と悩み～」  

  【第１回】4月13日（水）13：30～15：00 

   ゲスト：NPO法人仕事工房ポポロ、岐阜キッズな（絆）支援室、ニコニコ体操クラブ、こども食堂太陽 

   参加者数：１２人     

  【第２回】4月15日（金）19：00～20：30 

   ゲスト：NPO法人心をつなぐホースセラピーぐりん・はあと、あしたの支援室、こどもにじいろ食堂、 

     地域たすけあいの会  

   参加者数：９人 

  【第３回】4月18日（月）13：30～15：00 

    ゲスト：NPO法人ふる里めいほう、NPO法人飛騨高山わらべうたの会、NPO法人えん、 

       NPO法人みんなで子育てドロップス、COCOiRO、よりそいハウスこもれび 

   参加者数：９人 

  【第４回】4月23日（土）13：30～15：00 

    ゲスト：NPO法人スマイルBasket、ａｌｃｍａ、ふしみこども食堂   
    参加者数：９人 
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３．助成プログラム改善事業 
  

  ２０２１年度の助成プログラムを振り返り、２０２２年度助成プログラムを検討する会議を計４回開催した。  

 予定していた助成金がとれなかったので、担当理事と事務局で取り組んだ。 

  【第１回】２０２１年１０月２２日 【第２回】１１月４日【第３回】１１月１８日【第４回】２０２２年１月１１日 

 この間に、新たな冠寄付の申し出が２件あったので、新しい助成プログラムの検討を行い、理事会提案の作成

や寄付金取扱規程の改訂案などを話し合った。 

 ＊新しい助成は、交流会開催助成（こくみん共済coop・子ども成長基金）と広域活動助成（東海ろうきん未来 

  応援寄付金）に決まった。（助成プログラムは、P６に掲載） 

 

 

４．ハチドリサポート基金の受け入れ開始 

    
  これまでぎふハチドリ基金への寄付金は助成事業の原資として受け入れ、その１０％～２０％を、基金の運営

費に充ててきた。年々、寄付金は増えてきて、助成事業の規模は大きくなってきたが、運営費に充てる金額は、

助成事業の運営経費が精一杯で、他の事業や組織の基盤を支えるのは、会費のみであった。 

 ぎふハチドリ基金の目的を達成するためには、助成事業の継続と拡大と同時に、助成事業以外の事業の充実や

組織運営を支える資金が必要である。 

 ２０２０年度末に遺贈寄付の申し入れがあったことをきっかけに、ぎふハチドリ基金の組織をサポートする基

金「ハチドリサポート基金」を設置、２０２１年度から受け入れを開始した。 

 今後、企業と団体をつなぐための仕組みづくりや、助成事業以外の方法での団体支援、そして、それらを担う

人材の育成、組織の運営費等に活用する。  

 ２０２１年度は、匿名の個人（相続財産からの寄付）と小牧木材株式会社様からご寄付をいただいた。 

    

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

小牧木材株式会社様には、「フードバンクぎふ」の食糧支援に使う大型冷凍庫の引っ越

し作業に、ボランティアとして、協力いただいた。 

専用の機材と技術で、軽々と運び入れていただき、団体に大変感謝された。 

岐阜新聞2021年8月19日 

５.１０周年プロジェクト会議の開催 

   

 ぎふハチドリ基金は、２０２２年１０月に創設１０周年を迎える。１０周年を今後の事業や組織の成長の機会と

するために、何ができるかを話し合う会議を、理事と事務局スタッフで計５回開催した。 

  第1回2/22 第2回 3/16 第3回 4/11 第4回 5/17 第5回 6/13 

 2022年度も引き続き開催していく。 
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6．2022年度助成事業募集に関する事業  

       
 助成事業の募集から採択決定まで、次のようなスケジュールで実施した。 

     

   募集要項案の決定：第1回審査委員会（2022年1月31日） 

      募集要項の決定：第3回理事会（2022年2月9日） 

   募集期間：2022年4月1日～5月20日   

   個別相談期間：2022年3月20日～5月10日 

   採択事業候補の選定：第2回審査委員会（2022年6月10日） 

   採択事業の決定：第4回理事会（2022年6月21日） 

   採択証書交付式の開催：2022年6月25日  

           会場 ハートフルスクエアーｇ 大会議室   

＜1＞2022年度助成事業募集内容 
   岐阜県内で子どもや若者、子育て家庭等を支える活動をしているNPO等の非営利団体に対して、以下のようなメニュー

で助成事業を募集した。  ＊【A-1】【A-2】の上限額を増やし、新しい助成メニューが２つできた。 

 

【A-1】事業助成 1件あたり上限50万円 総額200万円程度 
 さまざまな理由から困難を抱えている子ども・若者・子育て家庭を地域で支える取組みに対して助成します。 

  ＜対象事業＞（ア）「子どもの貧困」対策（貧困の連鎖を断ち切る）事業 （イ）困難を抱えた子どもを支援する事業 

（ウ）困難を抱えた若者を支援する事業  （エ）困難を抱えた子育て家庭を支援する事業 

（オ）その他、子どもや若者をめぐる課題を解決するための事業 
 

【A-2】ステップアップ助成  1件あたり上限30万円 総額100万円程度 
  子どもや若者、子育て家庭の抱える困難を解決するための活動を向上または安定させるための事業に助成します。 

  ＜対象事業＞（ア）法人格取得のための準備事業 （イ）新規事業のニーズ調査事業 （ウ）資金調達の仕組みづくり事業 

         （エ）スタッフのスキルアップ研修事業 （オ）その他、事業や団体の基盤強化のために必要な事業 
 

【B】利用者負担軽減助成  1件あたり上限20万円 総額80万円程度 
  団体で実施している活動の利用料等を、経済的困窮家庭に対して軽減する場合、団体が負担した軽減分を補てんします。 

＜対象事業＞（ア）ファミリー・サポート事業、学童保育事業など、子どもを預かる事業 

（イ）困難を抱える家庭の子や若者への個別支援事業 

（ウ）その他、「ぎふハチドリ基金」の趣旨に沿った内容と思われる事業 

【C】冠助成 
［１］物品購入助成（東海ろうきん未来応援基金）1件あたり上限10万円 総額20万円程度 
 困難を抱える子どもや若者、子育て家庭を支援する事業に必要で、以下の条件すべてにあてはまる物品の購入を助成します。 

①支援活動のために、継続して使用するもの ②1年以上使用し、形として残るもの  

③「ぎふハチドリ基金×東海ろうきん助成」と明記して使用できるもの   ＊「東海ろうきん未来応援基金」は今年度が最後です。 

 

［２］交流会開催助成（こくみん共済coop・子ども成長基金）1件あたり上限10万円 総額20万円程度 
子育て家庭の孤立・孤独を防ぐため、地域の子育て家庭が集まって、交流できる機会を提供する取組みに対して助成します。  

 ＊オンライン開催、1回の開催でも可。（ただし、一般の大人のみを対象にした講演会等は除く） 

 ＊感染症対策を施し、感染拡大状況に応じて、開催方法を変更できるように計画すること。  
 

［３］広域活動助成（東海ろうきん未来応援寄付金）1件あたり上限100万円 総額300万円 
子どもや若者、子育て家庭が抱える課題を解決するための事業に助成します。ただし、①～⑤の条件をすべて満たすこと。 

①岐阜県内に主たる事務所があること。   ②岐阜県内で複数の市町村にまたがって実施する事業であること。 

③申請額が50万円以上であること。    ④事前の個別相談（3/14～5/8）に1回以上参加すること。 

  ⑤2023年3月以降に開催する報告会で、事業の成果を発表すること。 

 

【対象となる団体】 
岐阜県内で活動しているＮＰＯ等の非営利団体で次の条件をすべて満たす団体 

①困難を抱える子どもや若者、子育て家庭等を支える活動をしている。 

②組織、規約、事業内容などの情報を一般に公開している。 

・NPO法人の場合は所轄庁に直近の事業報告書を提出している。 

・任意団体の場合、ホームページなどに団体の情報を掲載している。 

（申請時点でできていない場合は、採択後に掲載できるようサポートします。） 

③事業の実施体制が整っている。 

・【A-1】、【A-2】、【C】［3］は、対象事業の主責任者1人、副責任者2人が必要。 

④事業の実施状況を適宜、メールで報告できる。 

⑤採択された場合は、採択証書交付式（2022年6月25日）に出席できる。 
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＜２＞採択事業の決定について 

 

   審査委員会と理事会の決定により、以下の事業が採択された。 

    助成事業の実施期間：2022年4月1日～2023年3月31日 

    採択数 全27件（25団体）（申請数30件） 総額 6,850,116円 
 

【A-1】事業助成 全10件 合計2,380,370円  
①ニコニコ体操クラブ（本巣市） 障がい者、ひきこもりの若者の心と体の健康作りと居場所作り事業〔200,000円〕 

②岐阜キッズな（絆）支援室（岐阜市） 困窮家庭への個別支援事業 〔344,000円〕 

③NPO法人こぎつねくんわーるど（恵那市） 子育てのアレコレなんでも話せる居場所作り事業〔183,000円〕 

④ふしみこども食堂（御嵩町） 「食」を通して地域の居場所づくり活動事業〔210,000円〕 

⑤みんなの未来をつくる会（大垣市） 特性の強い子もそうでない子も混ざり合う子どもと大人の居場所事業〔297,690円〕 

⑥NPO法人いちご（養老町） 養老のふれあい木育事業〔185,000円〕 

⑦地域たすけあいの会（美濃加茂市） 子育て家庭への相談支援・居場所づくり事業〔313,180円〕 

⑧横屋のえんがわプロジェクト（瑞穂市） よこやのまなびば こども食堂事業〔200,000円〕 

⑨NPO法人コミュニティサポートスクエア（岐阜市） 公共施設との連携によるユースセンター事業〔337,500円〕 

⑩NPO法人風の時代の学校（高山市） オルタナティブスクール事業〔110,000円〕 
 

【A-2】ステップアップ助成 全2件 合計400,000円 
①NPO法人つなぐわ（大垣市） 

   大垣市を中心とした「子どもの居場所」実施団体相互の交流と行政機関との懇談事業〔100,000円〕 

②一般社団法人セカンドベース東濃（恵那市） 地域でつながる居場所づくり事業〔300,000円〕 

 

【B】利用者負担軽減助成 全３件 合計460,300円 
①一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 各学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業〔200,000円〕 

②NPO法人ふる里めいほう（郡上市） 放課後児童クラブ ひとり親家庭の利用料軽減事業〔60,300円〕 

③NPO法人飛騨高山わらべうたの会（高山市）  

        ファミリーサポート、びぃ・ぼぉサポート事業（ひとり親家庭等の利用者負担軽減）〔200,000円〕 

 

【C】［1］東海ろうきん未来応援基金「物品購入助成」全４件  

助成総額259,446円 
①NPO法人らいふくらうど（岐阜市） 

「スヌーズレン」活動を行い重い障がいのある子どもの 

 心身の安定を図るための事業(スヌーズレン用機材一式）〔41,506円〕 

②NPO法人美濃加茂国際交流協会（美濃加茂市）  

 外国籍の子ども達のための不要学用品リサイクル活動 

 （リサイクル品保管庫用備品一式）〔65,000円〕 

③NPO法人スマイルBasket（岐阜市） 

 食料に思いを込めて、安全・安心におすそ分け！ 

 （冷凍ストッカー）〔61,380円〕 

③よっといで！＠北地区（大垣市） 

 「よっといで＠北地区」こども食堂事業 

（冷凍庫、調理器具類、テーブル、インスタントバイザーシェード）〔91,560円〕 
 

【C】［2］こくみん共済coop子ども成長基金「交流会開催助成」 

全２件 助成総額200,000円 
①NPO法人ほっぺの会（岐阜市）親子でたのしくふれあおう！お遊び会事業〔100,000円〕 

②ひとり親Cheers（岐阜市） ひとり親ピアサポート事業〔100,000円〕 

 

【C】［3］東海ろうきん未来応援寄付金「広域活動助成」全３件 助成総額3,00,000円 
①NPO法人つむぎの森（各務原市） 

 持続可能なセイフティーネットをつくる事業〔1,000,000円〕 

②NPO法人心をつなぐホースセラピーぐりん・はあと（本巣市）  

 生きづらさを感じている子どもやその親が居心地のよさを感じられる 

 体験・居場所・拠り所づくり事業〔1,000,000円〕 

③NPO法人仕事工房ポポロ（岐阜市）  

 ひきこもる人とそれを支える家族の全県実態調査事業 〔1,000,000円〕 

 

【D】たんぽぽ薬局「キッズまんぷく」基金「こども食堂応援助成」 

 全３件 助成総額150,000円（2022年度分、2年目） 
①岐阜キッズな（絆）支援室（岐阜市） てらこや無償塾 子ども食堂・子ども宅食事業 （使い途：食材（お米））〔50,000円〕 

②NPO法人スマイルBasket（岐阜市） 「満腹になって さあっ！勉強」事業（使い途：食材、消耗備品）〔50,000円〕 

③よりそいハウスこもれび（岐阜市） 新型コロナ禍での困窮家庭への子ども食事支援（使い途：配布用弁当委託費）〔50,000円〕 
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7．寄付募集に関する事業 
 

  寄付金の状況（2021年7月1日～2022年6月30日） 

  ○指定寄付金（助成事業への寄付金） 合計 7,662,059円  

  ◆企業・団体からの寄付 のべ17件 計6,144,906円（受取順、敬称略） 

     株式会社エフエナジー、ヘナ専門美容室 月と風 長良店、こくみん共済coop 岐阜推進本部、    

    岐阜オレンジリボンたすきリレー実行委員会揖斐川コース、もったいないの会、 

    一般社団法人岐阜県職員互助会、有限会社ウメイチ、とうしん地域活力研究所、SSC株式会社、 

    敷島産業株式会社、たんぽぽ薬局株式会社、大丸開発株式会社、有限会社雷屋、東海労働金庫  

  ◆個人からの寄付（ネット募金を含む） のべ71件  計1,182,118円 

  ◆東海ろうきんNPO寄付システムからの寄付 のべ153件（登録人数13人） 計59,100円 

  ◆募金箱からの寄付 のべ20件 計51,090円 

  ◆羽島市ふるさと納税からの寄付 のべ11人 30口 計90,000円 

  ◆寄付付き自販機からの寄付 のべ41件（4箇所） 計134,845円  

    ＊寄付付き自販機設置協力（敬称略） 

    積和建設中部岐阜支店  株式会社エーアール岐阜 

    JAめぐみの美濃支店   株式会社技研サービス（美濃市健康文化交流センター）     

 

 ○ハチドリサポート寄付金（助成事業以外への寄付金） 2件 合計3,300,000円（受取順、敬称略） 

    個人（相続財産からの寄付） 1件  企業 1件 小牧木材株式会社 

  

 ○ハチドリ応援団（賛助会員） 

 ＜団体会員＞ 登録数 16団体（50音順、敬称略） 

  いずはら耳鼻咽喉科、NPO法人スマイルBasket、NPO法人チャイルドラインぎふ、NPO法人ふる里めいほう、 

  NPO法人Mama’s Café、NPO法人me, too、NPO法人りあらいず和、株式会社エーアール岐阜、 

  株式会社平田開発、株式会社マルセイユ、岐阜県労働者福祉協議会、生活協同組合アイチョイス岐阜、 

  全岐阜県生活協同組合連合会、長良印房、西川精機製作所、パスファインダーズ株式会社               

 ＜個人会員＞ 登録数 131人  

岐阜新聞1月21日 
中日新聞1月21日朝刊 

岐阜新聞1月19日 
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8．その他 
 ①運営相談 

助成団体や申請の相談団体に対し、会計のサポートや事業の相談に乗った。他の助成金なども紹介した。 

 ②情報発信 

ぎふハチドリ基金通信(35号、36号）・ハチドリ応援団リポートを発行。 

   facebookで随時、団体の情報の提供をした。 

 ③他団体イベント後援 

子ども・若者・子育て家庭支援につながる講演会等の後援をし、広報・集客に協力した。オンライン研修会第

1回「地域で見守る～つながりから生まれる支援のかたち～」（10/23）、第2回「未成年支援の今とこれから～

見捨てない地域を創るために私たちができること～」（3／6）（主催:(社福)岐阜羽島ボランティア協会） 

 ④他団体との協働 

  (社福）岐阜県福祉事業団による「清流ラーメンの無償提供」に協力し、希望団体を募集、3月末までに全13団

体に500食の提供していただいた（各団体がコロナ禍での食料支援に活用できた）。 
     

募金箱設置機関（2022年6月末現在）   
  

【岐阜市】薄皮たいやき福丸、東海労働金庫岐阜支店、ＮＰＯ法人グッドライフ・サポートセンター、 

 niconico（マーサ内）、敷島珈琲店本店、敷島珈琲店岐阜駅店、介護医療院みよし・三好クリニック、 

 こくみん共済coop共済ショップ岐阜店、RakuRaku荘、Aplice (Allora施療院 糀豆のおもひ）  

 岐阜県学校生活協同組合（学校生協会館）、岐阜大学消費生活協同組合、 

 岐阜市立女子短期大学生活協同組合、生活協同組合アイチョイス岐阜本部、 

【各務原市】 東海労働金庫各務原支店、東濃信用金庫那加支店、 生活協同組合コープぎふ本部 

【瑞穂市】ひぐちクリニック  

【本巣市】本巣ライオンズクラブ  

【大垣市】東海労働金庫大垣支店、西濃医療生活協同組合しずさと診療所、 手づくり工房あめんぼ  

【垂井町】東海労働金庫垂井出張所、NPO法人泉京・垂井  

【可児市】東海労働金庫可児支店、可児市NPO協会  

【関市】関市市民活動センター  

【多治見市】東海労働金庫多治見出張所、 Mama's Café（多治見市総合福祉センター1F）、 

 Mama's + Plus（まなびパーク内）、こくみん共済coop共済ショップ多治見店、 

 生活協同組合ぷちとまと多治見支所  

【中津川市】東海労働金庫中津川支店、 株式会社サラダコスモ（岐阜中津川ちこり村）、 

 まちなかステーションねこのて  

【高山市】東海労働金庫高山支店、まちひとぷら座かんかこかん、 まちづくりスポット飛騨高山、 

 こくみん共済coop共済ショップ高山  

【愛知県】美容室ricca  ほか                                                   

1月に、NHK岐阜放送局「みのひだ情報局」で紹介された。 

（一財）岐阜県社会保険協会の広報誌「社会保険ぎふ」

2月号に紹介記事を掲載いただいた。 
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会計に関すること 

2021年度決算報告  期間：2021年7月1日～2022年6月30日 
指定正味財産は、助成事業用の資産として分けて管理しています。 

一般正味財産は助成事業以外の事業に使える資産です。 

                  財 産 目 録  
（単位：円） 

2022年 6月30日 現在 
《資産の部》 

  【流動資産】    

    （現金・預金）    

      現      金 24,379    

      普通  預金 1,814,181    

        十六銀行１ふれあい会館 (1,449,703)   

        郵便振替(会費・寄付金用口座） (257,093)   

    ゆうちょ銀行 (107,385)   

   特定資産（助成事業用） 12,347,651    

        十六銀行２ふれあい会館(寄付用口座） (2,419,220)   

        大垣共立銀行ふれあい会館(寄付金用口座） (250,000)   

        東海ろうきん 岐阜支店(寄付金用口座） (4,278,445)   

        東濃信金 那加支店(寄付金用口座） (78,185)   

        大垣共立銀行（助成事業用口座） (5,321,801)   

  特定資産（サポート基金用） 2,700,017    

    十六銀行３ ふれあい会館 (2,700,017)   

        現金・預金 計 16,886,228    

    （売上債権）    

      未  収  金 210,000    

        こくみん共済coop (200,000)   

    指定正味財産から振替予定 (10,000)   

        売上債権 計 210,000    

    （その他流動資産）    

      前 払  金 13,200    

        その他流動資産  計 13,200    

          流動資産合計  17,109,428   

            資産合計   17,109,428  

《負債の部》 

  【流動負債】    

    未  払  金 433,215    

      事業経費 (191,072)   

      管理費 (232,143)   

   一般正味財産に振替予定 (10,000)   

    前 受 金 43,000    

      応援団会費 (6,000)   

      寄付金 (37,000)   

    預 り 金 10,942    

      報酬源泉税 (10,942)   

      流動負債合計  487,157   

        負債合計   487,157  

【正味財産】    

一般正味財産  1,384,603   

指定正味財産  15,237,668   

        正味財産   16,622,271  

 （単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額
 【流動資産】  【流動負債】
  （現金・預金）   未  払  金 433,215 
   現      金 24,379   前  受  金 43,000
   普 通 預 金 1,814,181 　預　り　金 10,942
　 特定資産(助成事業用） 12,347,651 
　特定資産（サポート基金用） 2,700,017    流動負債合計 487,157 
    現金・預金 計 16,886,228 負債合計 487,157 
  （債 権） 正　味　財　産　の　部
   未  収  金 210,000  一般正味財産額 1,384,603 
 　前　払　金 13,200 うち前期繰越一般正味財産額 (684,432)
    債権 計 223,200 当期一般正味財産増減額 (700,171)

 指定正味財産額 15,237,668 
     流動資産合計 17,109,428 うち前期繰越指定正味財産額 (8,805,102)

当期指定正味正味財産増減額 (6,432,566)
正味財産合計 16,622,271 

資産合計 17,109,428 負債及び正味財産合計 17,109,428 

            　            貸　借　対　照　表
2022年 6月30日現在

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部
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（一般正味財産増減の部）
【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 105,000 
    応援団受取会費 777,000 882,000 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 4,529,582 
      指定正味財産からの振替額（助成事業用） (3,235,053)
　　　指定正味財産からの振替額（運営費分） (613,081)
　　　指定正味財産からの振替額（たんぽぽ薬局分） (80,000)
　　　指定正味財産からの振替額（サポート基金分） (600,000)
　　　指定正味財産からの振替額（手数料分） (1,448)
    ボランティア受入評価益 2,023,000 6,552,582 
  【事業収益】
    自主事業収益 20,000 
      謝金 (20,000) 20,000 
  【その他収益】
    受取  利息 2 
        経常収益  計 7,454,584 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      ボランティア評価費用 1,390,000 
        人件費計 1,390,000 
    （その他経費）
　　　支払助成金 3,235,053 
      報　償　費(事業) 468,233 
　　　業務委託費（事業） 120,000 
      印刷製本費(事業) 56,447 
      会  議  費(事業) 20,331 
      会　場　費(事業) 25,370 
      旅費交通費(事業) 74,481 
      通信運搬費(事業) 120,909 
      消耗品費(事業) 53,114 
　　　諸会費（事業） 30,000 
      支払手数料(事業) 20,317 
        その他経費計 4,224,255 
          事業費  計 5,614,255 
  【管理費】
    （人件費）
      役員  報酬 24,000 
      ボランティア評価費用 633,000 
        人件費計 657,000 
    （その他経費）
      報　償　費 158,000 
　　　印刷製本費 33,254 
      会  議  費 2,107 
      旅費交通費 44,327 
　　　通信運搬費 51,600 
      消耗品費 173,554 
      慶　弔　費 5,819 
      租税公課 1,800 
      支払手数料 12,697 
        その他経費計 483,158 
          管理費  計 1,140,158 
            経常費用  計 6,754,413 
              当期経常増減額 700,171 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 700,171 
          当期一般正味財産増減額 700,171 
     　   前期繰越一般正味財産額 684,432 
          次期繰越一般正味財産額 1,384,603 ①

（指定正味財産増減の部）
Ⅰ受取寄付金

  指定寄付金 3,015,506 
　東海ろうきん未来応援基金 266,553 
　東海ろうきん未来応援寄付金 3,900,000 
  たんぽぽ薬局「キッズまんぷく」基金 280,000 
  こくみん共済coop子ども成長基金 200,000 
  ハチドリサポート基金 3,300,000 
　受取利息 89 
受取寄付金　計 10,962,148
Ⅱ一般正味財産への振替額
  支払助成金として振替 3,235,053 
  運営費分として振替 613,081 
  運営費分として振替（たんぽぽ薬局分） 80,000 
  運営費分として振替（サポート基金） 600,000 
　決済手数料分 1,448 
  一般正味財産への振替額　合計 4,529,582
　　　　　当期指定正味財産増減額 6,432,566

　　　　　前期繰越指定正味財産額 8,805,102

　　　　　次期繰越指定正味財産額 15,237,668 ②

　　次期繰越正味財産額（①＋②） 16,622,271

（単位：円）

自 2021年 7月1日  至 2022年 6月30日
                   活　動　計　算　書
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1.【重要な会計方針】

　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

(1)施設の提供等の物的サービスの受入について

法人の事務所は、特定非営利活動法人ぎふNPOセンター内にあり、当分の間、家賃等の負担を免除していただいています。

ただし、施設受入評価益としての計上はしていません。

(2)ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、3.【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】として注記しています。

活動計算書上に、ボランティア受入評価益、ボランティア受入評価費用として計上しています。

2.【事業費の内訳】

　事業別の費用の内訳は以下の通りです。

（単位：円）

科目
寄付金募集・管
理事業

助成事業に関す
る事業

助成事業改善
資金調達・運
営相談事業

情報発信・広報・
啓発事業
（ホームページ等
情報発信）

10周年プロ
ジェクト

情報発信・
広報・啓発
事業
（ハチドリ
Café）

協働提案・
政策提言事
業

事業合計 管理費 合計

（人件費）

　役員報酬 24,000 24,000

  ボランティア評価費用 437,000 531,000 94,000 20,000 120,000 73,000 97,000 18,000 1,390,000 633,000 2,023,000

    人件費計 437,000 531,000 94,000 20,000 120,000 73,000 97,000 18,000 1,390,000 657,000 2,047,000

（その他経費）

　支払助成金 3,235,053 3,235,053 3,235,053

  報　償　費 90,500 285,733 21,000 71,000 468,233 158,000 626,233

　業務委託費 120,000 120,000 120,000

  印刷製本費 4,438 40,741 108 7,630 150 3,380 56,447 33,254 89,701

  会  議  費 11,880 8,451 20,331 2,107 22,438

  会　場　費 17,370 8,000 25,370 25,370

  旅費交通費 3,700 21,513 18,262 1,400 25,958 3,648 74,481 44,327 118,808

  通信運搬費 55,368 59,963 1,650 3,928 120,909 51,600 172,509

  消耗品費 24,065 27,181 1,868 53,114 173,554 226,668

  諸  会  費 30,000 30,000 30,000

  支払手数料 1,765 11,702 220 6,630 20,317 12,697 33,014

　租税公課 1,800 1,800

  慶 弔 費 5,819 5,819

    その他経費計 209,836 3,711,136 39,370 130,900 26,108 106,905 4,224,255 483,158 4,707,413

      合計 646,836 4,242,136 133,370 20,000 250,900 99,108 203,905 18,000 5,614,255 1,140,158 6,754,413

3.【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】

（単位：円）

内容 金額

専従事務局スタッフ

1名×1,688時間@1,000円＝1,688,000円

1名×209時間@1,000円＝209,000円
ぎふＮＰＯセンター職員による

2022年 ６月30日 現在                                                 財務諸表の注記

2,023,000円

1名×92時間×＠1,000円＝92,000円
1名×34時間×@1,000円＝34,000円

算定方法

単価は1,000円/時で計算しています。

4.【使途等が制約された寄付等の内訳】

使途等が制約された寄附金等の内訳（指定正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

助成事業への寄付金口座は、法人の活動に使える口座（一般正味財産）と区別して管理しています。

当法人の正味財産は、16,622,271円ですが、そのうち15,237,668円は、指定正味財産です。

指定正味財産のうち、助成事業の実施に充てる財産は12,537,651円で、助成事業以外の事業の実施に充てる財産(ハチドリサポート基金）は2,700,017円です。

したがって、使途が制約されていない正味財産（一般正味財産）は1,384,603円です。

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

7,149,556 1,194,944 3,022,699 5,321,801

1,187,531 2,286,770 1,055,081 2,419,220

200,000 1,335,997 1,285,997 250,000

248,813 4,385,968 356,336 4,278,445

73,185 15,000 10,000 78,185

未収金（こくみん共済coop分） 200,000 200,000

未払金（一般正味財産へ振替予定） △ 53,983 53,983 10,000 △ 10,000

8,805,102 9,472,662 5,740,113 12,537,651

3,311,017 611,000 2,700,017

8,805,102 12,783,679 6,351,113 15,237,668

内容

指定正味財産　　　合計額

各口座の増加額は、主に受取寄付金
と口座間の移動によるものです。
減少額は、口座間の移動（主に助成
事業専用口座への移動）と、2021年
度助成事業の支払い及び一般正味財
産への振替によるものです。
特定資産合計額と指定正味財産との
差額（10,000円）は、期末後に判明
した振替予定額です。

東濃信金　那加支店(寄付金用口座）

特定資産（助成事業用）　　　合計額

特定資産（ハチドリサポート基金用）

備考

大垣共立銀行（助成事業用口座）

十六銀行２ふれあい(寄付金用口座）

大垣共立銀行ふれあい(寄付金用口座）

東海ろうきん　岐阜支店(寄付金用口座）



 

14 

2022年度事業計画と予算 

期間：2022年7月1日～2023年6月30日 

＜事業の方針＞  

法人になって６期目になる今年度は、ぎふハチドリ基金の

設立から１０周年になる。 

 子ども・若者・子育て家庭を取り巻く環境は、３年続い

たコロナ禍によりますます深刻な状況になっている。 

 １０年間の成果と今後の課題を明らかにし、より一層の

仕組みの充実と組織基盤の強化を図る年とする。 

 

＜各事業の内容＞ 

（１）寄付金等の募集と管理に関する事業 

 ・応援団・寄付者の継続と新規の支援者を増やすための 

  コミュニケーションを円滑にする。 

 ・カードや銀行引き落とし等のシステム等を導入し、多 

  様な寄付の方法ができるようにする。 

 

（２）ＮＰＯ等に対する助成事業に関する事業 

 ・2022年度助成事業（特に広域活動助成）がスムーズに  

  進むように伴走支援を行う。 

 ・助成プログラムの改善のための会議を開催、外部の意 

  見も取り入れ、団体や地域のニーズに合ったプログラ 

  ムを企画する。 

 ・2023年度助成事業の募集内容を検討し、募集要項の作 

  成、事業募集、審査と決定までを行う。    

 

（３）ＮＰＯ等の資金調達支援・運営相談・コンサルティ 

  ング事業 

 ①会計・運営サポート 

 助成対象団体に対して、会計や運営の相談に乗り、助成 

 金申請ができるようにする。 

 ②研修会参加 

 資金調達、コンサルティングのスキルアップのため、研 

 修会に参加する。 

 

（４）情報発信・広報・啓発事業 

 ①寄付支援ポータルサイトの構築とホームページの改良 

  岐阜県内で子ども・若者・子育て家庭の支援活動をし 

  ている団体の情報を集め、社会貢献をしたい企業や個 

  人がすぐに支援先を見つけることができるポータルサ 

  イトを構築する。 

②広報用パンフレット・リーフレットの作成 

 ・10年間の成果を元に、ぎふハチドリ基金のことをより 

  広く知ってもらうためのパンフレットとリーフレトを 

  作成する。 

 ・ポータルサイトの広報チラシを作成する。 

③ハチドリCafeの開催 

 10周年に関連させたハチドリCafé（交流会）を、できる 

 だけ多くの人に参加してもらえるよう、開催方法を工夫 

 して実施する。   

    

（５）第４条に掲げた活動に係る課題解決のための協働提

案・政策提言事業 

 他団体のイベントや地域ネットワークの集まりに参加

し、地域課題の把握に努める。 

２０２２年７月１日から２０２３年６月３０日まで
（単位：円）

科目 予算額
一般正味財産増減の部
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 105,000
応援団（賛助会員）受取会費 820,000
受取会費計 925,000

２．受取寄附金
指定正味財産からの振替（助成事業分） 6,850,116
指定正味財産からの振替（運営費分） 1,750,000
指定正味財産からの振替（サポート基金分） 1,800,000
指定正味財産からの振替（手数料分） 3,000
ボランティア受入評価益 1,610,000
受取寄附金計 12,013,116

３．受取助成金等
受取助成金 1,000,000
受取助成金計 1,000,000

４．事業収益
自主事業収益 30,000
事業収益計 30,000

５．その他収益
受取利息 10
その他収益計 10

経常収益計 13,968,126
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給与手当相当分 720,000
法定福利費相当分 62,000
ボランティア受入評価費用 1,110,000

人件費計 1,892,000
その他経費
支払助成金 6,850,116
報償費 650,000
業務委託費 1,550,000
印刷製本費 166,000
会議費 47,000
会場費 60,000
旅費交通費 151,000
通信運搬費 200,000
消耗品費 100,000
研修費 50,000
諸会費 50,000
租税公課 3,000
支払手数料 62,000

その他経費計 9,939,116
事業費計 11,831,116

２０２２年度　活動予算書

（１）

（２）

２．管理費
人件費
役員報酬 24,000
給与手当相当分 300,000
法定福利費相当分 20,000
ボランティア受入評価費用 500,000

人件費計 844,000
その他経費
報償費 120,000
印刷製本費 50,000
会議費 10,000
会場費 10,000
旅費交通費 50,000
通信運搬費 80,000
消耗品費 140,000
渉外費 10,000
新聞図書費 10,000

13,200
慶弔費 6,000
支払手数料 20,000
租税公課 2,000

その他経費計 521,200
管理費計 1,365,200

経常費用計 13,196,316
当期経常増減額 771,810

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計 0

当期一般正味財産増減額 771,810
前期繰越一般正味財産額 1,384,603
次期繰越一般正味財産額 2,156,413

指定正味財産増減の部
Ⅰ 受取寄付金

　指定寄付金 3,500,000
　指定寄付金（たんぽぽ薬局） 280,000
　指定寄付金（こくみん共済coop） 270,000

500,000
　指定寄付金（東海ろうきん） 3,900,000

100
8,450,100

Ⅱ 一般正味財産への振替額
　助成用資金としての振替 6,850,116

700,000
900,000
80,000
70,000

1,800,000
3,000

10,403,116
当期指定正味財産増減額 △ 1,953,016
前期繰越指定正味財産額 15,237,668
次期繰越指定正味財産額 13,284,652

次期繰越正味財産額 15,441,065

諸会費

（１）

（２）

　サポート基金からの振替
　決済手数料分
一般正味財産への振替額　合計

　運営費分としての振替（たんぽぽ薬局）

　指定寄付金（サポート基金）

　受取利息
受取寄付金　合計

　運営費分としての振替

　運営費分としての振替（こくみん共済coop）

　運営費分としての振替（東海ろうきん）



 

15 

ぎふハチドリ基金への寄付について 

 

【振込の寄付】 
会費および寄付金の振り込み先 

 郵便振替口座  ００８８０－６－１９０９０２ ぎふハチドリ基金 

 十六銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 １０９０４８４ ぎふハチドリ基金 

 大垣共立銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 １４３９５ ぎふハチドリ基金 

 東海労働金庫 岐阜支店 普通 ３３６１８４ ぎふハチドリ基金 

 東濃信用金庫 那加支店 普通 ０９０７２８６ ぎふハチドリ基金         

  ＊会費・寄付金を振り込んでいただいた場合は、事務局までご連絡ください。 

 

【ネットからの寄付】 

ソフトバンクの「つながる募金」の仕組みを利用し、 

クレジットカード決済の他、Ｔポイントでの寄付もできます。 

ホームページの「つながる募金」のバナーから、ぎふハチドリ基金への寄付専用サイトに入れます。 

 

【東海ろうきんNPO寄付システムからの寄付】 

 東海ろうきんの普通預金口座から。毎月100円単位で引き落としによる寄付ができます。 

 手数料はかかりません。 

 詳しくは、事務局または東海ろうきんの各支店の窓口にお問い合わせください。 

 

【募金箱への寄付】 

 ぎふハチドリ基金が設置を依頼した募金箱には、ぎふハチドリ基金のステッカーがついています。 
 協力店舗、イベント会場でのご協力お願いいたします。 

 

【羽島市ふるさと納税の返礼品】 

  羽島市へのふるさと納税10，000円に対して、3,000円がぎふハチドリ基金の支援になります。 

 「ふるさとチョイス」のサイトをご覧ください。  

 

事業別予算 （単位：円）

実施と募集
プログラム
改善事業

ポータルサ
イト等

映画上映協
力

広報・ホーム
ページ関連

ハチドリCaf
é等

人件費

給与手当相当分 100,000 130,000 80,000 20,000 200,000 50,000 80,000 50,000 10,000 720,000

法定福利費相当分 8,000 14,000 4,000 1,600 16,000 6,400 4,000 8,000 62,000

ボランテイア受入評価費用 200,000 400,000 80,000 20,000 150,000 100,000 100,000 50,000 10,000 1,110,000

人件費計 308,000 544,000 164,000 41,600 366,000 150,000 186,400 104,000 28,000 1,892,000

その他経費

支払助成金 6,850,116 6,850,116

報償費 40,000 250,000 50,000 100,000 30,000 80,000 80,000 20,000 650,000

業務委託費 300,000 1,100,000 150,000 1,550,000

印刷製本費 10,000 40,000 1,000 5,000 100,000 10,000 166,000

会議費 12,000 20,000 5,000 10,000 47,000

会場費 15,000 10,000 25,000 10,000 60,000

旅費交通費 5,000 30,000 30,000 50,000 3,000 3,000 5,000 10,000 136,000

通信運搬費 60,000 80,000 3,000 30,000 12,000 20,000 10,000 215,000

消耗品費 50,000 30,000 10,000 5,000 5,000 100,000

研修費 50,000 50,000

諸会費 50,000 50,000

租税公課 3,000 3,000

支払手数料 50,000 12,000 62,000

その他経費計 318,000 7,619,116 81,000 3,000 1,310,000 90,000 358,000 130,000 30,000 9,939,116

経常費用計 626,000 8,163,116 245,000 44,600 1,676,000 240,000 544,400 234,000 58,000 11,831,116

協働提案・
政策提言

合計
情報発信・広報

（２）

（１）

科目 寄付金募集
助成事業に関する事業 資金調達支

援・運営相
談

＜2022年度予算作成にあたって＞ 
・10周年関連企画および組織基盤の確立に力を入れるため、「ハチドリサポート基金」からの資金と助成金を活用する。 

・各事業の運営にあたり、ぎふＮＰＯセンターの協力（ボランティア受入評価と事務所の共有）を得ていくが、無償ボランティア

に頼る部分を減らして、ぎふＮＰＯセンター職員の人件費および有償ボランティアの「報償費（謝金）」の予算を計上した。 

2022年度もぎふハチドリ基金を 

どうぞよろしくお願いします。 
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発行：認定特定非営利活動法人ぎふハチドリ基金 

〒500-8384 岐阜市薮田南5-14-12 

シンクタンク庁舎３F ぎふＮＰＯセンター内 

TEL 090-8736-9739 FAX 058-275-9738 

Mail hachidori@gifunpo-fund.org 

HP  http://gifunpo-fund.org/ 

 


